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行政と民間企業が連携した多文化共生の取組み

～Kumamoto Kurasuを事例に～

2025年6月20日
多文化共生地域会議（九州・沖縄ブロック）

熊本県国際政策相談役
（兼）熊本県立大学国際教育交流センター特任教授

（兼）Kumamoto Kurasu 会長

遠藤浩昭



違いは恐れるものではなく、学びの源である
（Differences are not to be feared 

but to be learned from）
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本日の流れ

1. 熊本県の概況

2. 熊本県外国人実態調査（ 2023年9月）

3. Kumamoto Kurasuの活動

4. 多文化共生/共創のアクター

5. まとめ



・熊本県内の在留外国人数は29,385人（対前年比＋3,796人、＋14.8％）

※全国は376万８９77人（昨年末比＋35万７９85人、10.5％増）

・昨年末比14.8％増は、全国第７位の伸び率。10年前の2014年に比べて約３倍

令和６年(202４年)12月末時点＊法務省 在留外国人統計
（https://www.moj.go.jp/isa/policies/statistics/toukei_ichiran_touroku.html）

県内の在留外国人に関する基礎データ



県内の在留外国人に関する基礎データ

・国・地域別では、ベトナム、フィリピン、インドネシア、中国、ミャンマーの順

・昨年末と比べて、ミャンマー、インドネシア、ネパール、台湾が大きく増加

令和６年(202４年)１２月末時点
＊法務省 在留外国人統計
（https://www.moj.go.jp/isa/policies/statistics/toukei_ichiran_touroku.html）

（単位：人）

（単位：人）



在留資格 R6.12 R5.12 増加数 伸び率

技能実習 10,322 9,064 1,258 13.9%

特定技能 5,729 4,330 1,399 32.3%

定住者・永住者等 5,280 5,084 196 3.9%

技術・人文知識・国際業務 2,711 2,357 354 15.0%

留学 1,649 1,445 204 14.1%

家族滞在 1,525 1,365 160 11.7%

その他 2,169 1,944 225 11.6%

合計 29,385 25,589 3,796 14.8%

県内の在留外国人に関する基礎データ

・在留資格別では、昨年末に引続き、技能実習・特定技能が過半数を超えている

・特定技能が高い伸びを示している

令和６年(202４年)１２月末時点＊法務省 在留外国人統計
（https://www.moj.go.jp/isa/policies/statistics/toukei_ichiran_touroku.html）

（単位：人）

（単位：人）
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外国人実態調査：
県内外国人労働者を
対象に大規模実態調
査（パイロット事業）

選ばれる熊本
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実習や留学後、「熊本で働きたい」 という人は47％

n=740

46.9%
熊本で働く

25.9%

給与が

増えない
職場では

給与が

増える
職場では

34.0%

57.5%

熊本ではない
日本で働く

他の外国で働く

帰国して働く

21.9%

5.3%

給与が増える職場と増えない職場での熊本で働く意向を持つ人の割合

熊本で働きたい
という人は47％。
決して高いとは言
えない水準。

n=322

日本語能力や技能資
格取得にあわせて、給
与が増える職場で働く
人ほど、熊本での就業
継続意向が強くなる。

実習や留学後の予定（留学意向除く）
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継続就業意向に効く、「日本人の知り合い」

「熊本で働く」とする人と「熊本以外で働く」という人の相談頻度スコア

5.4pt
-0.2pt

5.8pt
0.9pt

7.2pt
5.8pt

3.2pt

-1.8pt

3.6pt

4.2pt

5.5pt
5.7pt

0.3pt

日本人の知り合いへ
の相談頻度が多い
ほど、熊本継続就業

意向が高くなる

差（熊本で働く人－熊本以外で働く人）

55.4

54.3

53.5

49.5

35.8

34.4

26.2

24.5

22.7

20.0

17.7

16.4

12.9

監理団体・組合の人

日本にいる国の友達

会社の日本人

家族

日本人の友達

学校や日本語の先生

外国人技能実習機構

同国人のグループ（SNS含む）

教会/お寺/モスク

外国人対象のボランティア

県や市役所、町役場のひと

民間の相談サービス、カウン…

国際交流協会の人

熊本で働く
熊本以外で働く
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低い日本語能力。日本語能力に自信がないため日本人との交流も進まず

1.1%

4.1%

9.7%

18.7%

13.8%
52.6%

N1

N2

N3

N4

N5

もってい
ない

過半数の
外国人が
日本語の資格を
もってない

n=732

37.1

28.1

26.0

21.1

16.3

12.0

11.6

0 10 20 30 40

日本人と会って

おしゃべりをしながら、勉強し…

テキストをみながら、

自分の時間に勉強したい

教室で日本語を習いたい

Smartphoneをみながら、

自分で勉強したい

オンラインで日本人と

おしゃべりをして勉強したい

日本語の先生とオンラインで、

１対１の授業を受けたい

日本語の先生と一緒にお店など

に行って、…

日本語能力試験（JLPT）のレベル 日本語教育への具体的ニーズ

１対１は避ける
傾向。みんなと
楽しみながらの
学びを指向
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アンケート回答言語にみる、「やさしい日本語」の可能性

国籍／回答言
語

ベトナム語 英語 タガログ語
インドネシ
ア語

やさしい
日本語

ベトナム
n=340

45.9% 0.3% 0.0% 0.0% 53.8%

フィリピン
n=218

0.0% 38.1% 40.8% 0.9% 20.2%

インドネシア
n＝287

0.0% 3.1% 1.0% 72.1% 23.7%

その他
n=39

2.6% 20.5% 0.0% 5.1% 71.8%

計
n=884

17.8% 11.4% 10.4% 23.9% 36.5%

アンケート回答言語

24%

12%

11%

9%

8%

8%

5%

5%

4%

3%

3%

2%

37%

0% 10%20%30%40%50%

方言がわからない

生活に使う日本語がはなせない

生活に使う日本語がききとれない

繁華街までまで遠い

バスや電車、汽車がない、乗り方が…

生活に使う日本語がよめない

近くに日常的に使えるお店がない

そのほか

生活に使う日本語がかけない

文化や生活のルールがわからない

家が近い人と仲良くできない

同じ国の人が、近くにいない

とくに困っていない

生活で困ること

n=72
6
複数回
答可
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防災、災害時の対応に関する知識も少ない

36%

31.0%
32.3%

28%

32.4%
33.8%

15%

19.3%

22.4%23%

20.2%

28.3%

18%

21.4%
22.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

避難所の場所 避難所は外国人が

行ってもよいこと

災害時の知りたい

情報の所在

N1-2 Ｎ3
Ｎ4 Ｎ5
もっていない

「よく知っている」と答えた人の割合（日本語能力別）

n=7２５ n=710 n=７１２



「選ばれる熊本（地方）」 となるために

自治体

① 行政手続きを始め、ニーズの高い防災訓練や多文化共生事業を入口として、
優しい英語で、外国人との距離を縮める（壁を低くする）。

② ①をきっかけにして、地元の受入企業や監理団体を知り、繋がる。

受入施設

① スキルや日本語能力向上に見合う賃金とキャリアラダーを用意する
② 外国人材にもわかりやすい言葉でコミュニケーションする。
③ 職場・地域での友人・仲間・コミュニティづくりを支援する。

監理団体

① 監理団体の役割に加え、熊本定着を促す “自治体” との関係、 “日本人の友達”
づくりを促す取組へ積極的に協力する。

② 外国人材とのコミュニケーションが上手くいかない場面に関する情報を、
収集・蓄積し、企業・自治体・受入企業と共有する。
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外国人実態調査：
県内外国人労働者を
対象に大規模実態調
査（パイロット事業）

選ばれる熊本「選ばれる熊本」のため、外国人材の適切な
受入れ、労働・生活環境の改善、多文化共生
社会の実現 を目指す任意団体（2023年10
月）を設立

KUMAMOTO KURASU（KK） とは

Kumamoto Kurasu：

産業界

外国人コミュニティ

自治体・行政機関

支援・監理団体

事務局（JICA

熊本チーム）

メディアNPO

教育機関

共創
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出典：KUMAMOTO KURASU HPより
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外国人実態調査：
県内外国人労働者を
対象に大規模実態調
査（パイロット事業）

選ばれる熊本
情報交換・議論・提言
分野/国籍横断・官民共同の情報交
換・議論・提言の場づくり

県外とのネットワーキング
県外・国外の優れたパートナーが持
つ情報・支援を熊本に繋ぐ

コラボレーション支援
会員同士の「できる・やりたい」を繋
ぎ、新たな取り組み支援

次世代を担う産業人づくり
「選ばれる熊本」づくりができる、若い
人材の育成の場を創出

KKの機能 「選ばれる熊本」のため、外国人材の適切な
受入れ、労働・生活環境の改善、多文化共生
社会の実現 を目指す任意団体（2023年10
月）を設立

KUMAMOTO KURASU（KK） とは

Kumamoto Kurasu：

産業界

外国人コミュニティ

自治体・行政機関

支援・監理団体

事務局（JICA

熊本チーム）

メディアNPO

教育機関

第1回シンポジウムで
木村県知事によるご挨拶
（ 2024年11月 ）
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熊本県多文化共生推進助成金事業（2023年度）

ARIAKE防災キャラバン 桜十字熊本郷土料理教室 GMT五木トレッキング KVOADネットワーク構築
交流ミーティング

（株）ARIAKE

外国人コミュニティ対象防災セミナーキャラバン
①10/21 山鹿市 ネパールコミュニティ 28名参加、②11/25 玉名市 ウクライナ 16名参加、
③12/17 五木村 ネパール技能実習生 8名参加、 ④1/27 台湾コミュニティ 12名参加、
⑤3/6 カンボジア特定技能 23名参加

（株）KDS
外国人対象 交通安全セミナー

9/28 菊池ドライビングスクール 27名参加、3/8熊本ドライビングスクール 44名参加

桜十字グループ

熊本の魅力体験活動
①郷土料理教室 10/21 参加者8名, 12/16 参加者8名、1/20 参加者8名、3/9 参加者8名
②1 Day 修学旅行 12/2 参加者28名、12/9 参加者28名、12/16 参加者23名、1/14 参加者21名、
③ヴォルターズ観戦交流 3/2 参加者43名 1/21 参加者25名

GMT協働組合
秋の五木トレッキング会 10/21 参加者数52名
川辺川フライフィッシング体験 3/10 参加者数74名

KVOAD
災害支援団体と外国人コミュニティのネットワーク構築事業
交流ミーティング開催 10/25 参加者36名、1/28 参加者38名、3/3 参加者24名

KK事務局
啓発セミナー

第1回 参加者30名、第2回 参加者18名、第3回 参加者20名、第4回 参加者20名

26イベント
670名参加
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外国人実態調査：
県内外国人労働者を
対象に大規模実態調
査（パイロット事業）

選ばれる熊本
情報交換・議論・提言
分野/国籍横断・官民共同の情報交
換・議論・提言の場づくり

県外とのネットワーキング
県外・国外の優れたパートナーが持
つ情報・支援を熊本に繋ぐ

コラボレーション支援
会員同士の「できる・やりたい」を繋
ぎ、新たな取り組み支援

次世代を担う産業人づくり
「選ばれる熊本」づくりができる、若い
人材の育成の場を創出

KKの機能

第1回シンポジウムで
木村県知事によるご挨拶
（ 2024年11月 ）

「選ばれる熊本」のため、外国人材の適切な
受入れ、労働・生活環境の改善、多文化共生
社会の実現 を目指す任意団体（2023年10
月）を設立

KUMAMOTO KURASU（KK） とは

熊本県 「外国人材と
の共生推進本部」

Kumamoto Kurasu：

産業界

外国人コミュニティ

自治体・行政機関

支援・監理団体

事務局（JICA

熊本チーム）

メディアNPO

教育機関



熊本県外国人材との共生推進本部

外国人から「選ばれる熊本」と多様性に富んだ「開かれた熊本」を目指し、関係
部局が情報を共有し、一体となって課題解決に向けた取り組みを推進する。

Kumamoto Kurasuは、推進本部及び、

その下部にある２つの幹事会（多文化共

生推進幹事会、外国人材受入幹事会）に

参加し、会員メンバーによる現場の声を届

け、施策への提言を行っている。

20250606 2025年度第１回推進本部
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外 内

交流イベント、
日本語教室・・・

職場、学校・・・自治体窓口

外国人コミュニティ

地域コミュニティ
（近所づきあい）

外国の方が地域に溶け込むフローとアクター（たたき台）

Kumamoto Kurasu
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「共に生きる(共生)」から

「共にまちや社会を創る(共創)」に
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多文化共生（coexistence） 自文化共生？

そもそも・・・

同じ文化圏内での共生（世代・
性別・障害・経済格差など）

人間と自然・環境との共生

社会制度・価値観との共生
（＝多様な生き方の許容）

対義語

差別
（discrimination）

同化
（assimilation）

排除
（exclusion）
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多文化共生（coexistence） 共創（co-creation）

地域の多様な人々が

お互いの違いや強味を活かして、

新しい価値や未来を

一緒に創り出していく社会

誰も取り残さない社会

課題をともに解決する社会

創造的な社会

持続可能な社会

つながりのある社会
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まとめ

・仕組みの土台を整える

・コーディネート機能

・一歩先の「共創」をイメージしながら



違いは恐れるものではなく、学びの源である
（Differences are not to be feared 

but to be learned from）

34
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行政と民間企業が連携した多文化共生の取組み
～Kumamoto Kurasuを事例に～

ご清聴ありがとうございました

遠藤浩昭
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